























































































































































































































※ 宝暦6 ＜一七五六〉年1月刊 『迷処邪正案内』（絵入り本）
→ ｛2｝①参照








































































































































































































































(2｝①A B C、 (4｝②、 (4｝③、 (4｝⑨、 (4｝⑩……国立国会図書館所蔵
( 2｝②付図、 (2｝⑥、 (4｝⑦……東京都立中央図書館加賀文庫所蔵
(2｝④……刈谷市中央図書館所蔵
(2｝⑤……山下和正氏所蔵
(4｝⑥……大東急記念文庫所蔵
(4｝⑪……大阪府立中之島図書館所蔵
(5｝②、 ( 5｝③……東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵
(2｝③、 (6｝①、 (6｝②……架蔵
付配
口頭発表の後、海野一隆氏の御論考「たわむれ地図のはしりJ（『日本古書通信J815号、平成9年
6月）を知り、参考にさせて頂いた。（山下和正氏の御教示による。） 海野氏は、飛雄亭の『人間一生
善悪両道中独案内』の付図に関して考察しておられ、私の発表内容と一部重なる部分がある。（「六道
の辻」については、 言及しておられない。） 遅ればせながら、本発表の先行研究として、ここに挙げ
させて頂く次第である。
＊酎踊要旨
福田秀一氏は、時間の関係で略された「人生道中図」と心学との関係、また人生双六への影響につ
いて補足して欲しい、と求め、発表者は、心学では施印というものを配るが、それを集めた施印集が
刊行されていて、その中に （2｝⑤の左欄と同様のデザインのものを見つけた、人生道中図の教えと
心学の教えは共通するので、人生道中図そのものが施印に使われたとも考えられる、人生双六はむし
ろ十法界図からの影響が強い、と答えた。
ロパート・キャンベル氏は、 f迷処邪正案内』は地誌のパロデイで、人生の破滅にむかう悪い方向
の道ばかり載っているが、ポジティブなパロデイはなかったのか、と尋ね、発表者は、続編にいい方
向に行くものを出す予定だ、ったのではないか、と答えた。また、キャンベル氏は、人生道中図に似た
山東京伝の 「欲の獣Jの一枚刷がケンブリ ッジ大学図書館所蔵の貼込帳にあり、それなども参考にな
るのではいか、と指摘した。
小池正胤氏は、文政七年のはしか絵には「諸商人ふけい木（不景気）」とあり、総絵などとつなが
っていくような、社会の状況の反映を読み取れるのではないか、と尋ね、発表者は、この図について
は「六」と「毒Jを懸けたパロデイとしてしか見ていなかったので、今後考えていきたい、と答えた。
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